
１．順調である

２．概ね順調である

３．順調でない

１．拡　充

２．見直し

３．現行どおり

４．縮　小

５．休止・廃止・終了

外部評価委員から各事業に対するコメントを記載

○ 順調である 3

概ね順調である 3

順調でない 0

○ 拡充 4

見直し 0

現行どおり 2

縮小 0

休止・廃止・終了 0

順調である 1

○ 概ね順調である 4

順調でない 1

○ 拡充 3

見直し 1

現行どおり 2

縮小 0

休止・廃止・終了 0

順調である 2

○ 概ね順調である 3

順調でない 1

○ 拡充 5

見直し 0

現行どおり 1

縮小 0

休止・廃止・終了 0

【来年度の方向性】

事務事業名 移住定住促進事業

現状を維持してほしいもの

改善の余地があるか検討してほしいもの

事業を見直してほしいもの

事業内容を拡充してほしいもの

目的や規模を変えないで、執行方法の工夫・改善をしてほしいもの

現在の計画どおり事業を継続してほしいもの

規模を縮小してほしいもの

■ 評価対象事業１

進
捗
状
況

なし

来
年
度
の
方
向
性

・予算の見直し等の課題を解決し、地域の安全や活性化の要となる市の環状道路として、スピード感をもって取り組んでもらいた
い。
・十分な予算確保ができることを期待。用地買収では苦労も多いと思うががんばってほしい。
・沿線の活性化による居住地増加を期待。
・課題を解決しながら進めてほしい。道路の整備は、生活を便利にし、災害時などの対応も可能にすると思うのでスムーズに進め
てほしい。
・本事業の目的は「道路の整備」であるため、事業のスピードを早める必要があるということで「見直し」で良いのではないか。

・どの自治体も同じように観光資源の開発に力を入れており、その中でいかに筑西市をＰＲできるのか、更なる工夫が必要。
・今後の環境整備は必要となるが、小栗内外大神宮から小栗城跡地、小貝川堰へのルート探索を候補地として望む。
・コロナ禍の中でこれまで控えられていたことができるようになる部分が多いと思うので、更に色々なアイディアを出して資源を
開発しＰＲしてほしい。
・アフターコロナで観光客が戻ってくるタイミングに加え、茨城デスティネーションキャンペーンもあることから、「拡充」とし
てはどうか。
・新しい観光資源として「ちくせい花火大会」、「鬼怒川サイクリングロード」、「廣澤美術館」、「下館ラーメン（地域商標登
録済み）」及び「ちくせい元気やきそば」などがあり、市役所内にシティプロモーション課も創設したことから、発信力を強化し
ていく。
・自己評価を参照すると「拡充」と判断することは難しい。他方、デスティネーションキャンペーンが始まることを考えると、限
られた予算の中での選択と集中が求められる。

事務事業名

■ 評価対象事業２

■ 評価対象事業３

評価 コメント

進
捗
状
況

・地道な取組であり、ありがたく思う。成果はすぐには出ないと思うが、少しでも筑西市の住み心地の良さをＰＲしてほしい。
・本事業の成否は、メディア、マスコミ及びSNSを活用して一都三県方面へのPR強化が鍵と思われる。
・非常に意欲的に取り組んでいる。

来
年
度
の
方
向
性

・空き家のリノベーションなどに対する補助などを取り入れ、ＰＲの拡充を希望する。
・中高生からは、市に魅力あるものがないといった意見（映画館がない、結婚式場がない、買い物はつくば市へ行く）がある。
・婚活イベントを大々的にＰＲ及び実施するとともに、子ども関連予算を増額し、若者を支援していく必要がある。
・今後の方向性にもあるように新規のことにも注力していってほしい。
・新しく創設したシティプロモーション部署とも連携して、本事業のＰＲ強化を図る。また、移住成功者（本事業に関わらず）の
体験談も積極的に発信していく。
・選択と集中の視点からすると最も重点を置くべき事業であると思われる。

来
年
度
の
方
向
性

令和５年度筑西市行政評価に係る外部評価結果

評価 コメント

評価 コメント

進
捗
状
況

・色々な方法で開発ＰＲをしている点が良い。

【コメント欄】

一時中断してほしいもの、当初目的の達成や他の事業との統合により事業を終了してほしいもの、事業完了等のため終了してほしいもの

観光資源開発事業

事務事業名 玉戸・一本松線整備事業

≪評価の見方≫

【進捗状況】



○ 順調である 4

概ね順調である 2

順調でない 0

○ 拡充 3

見直し 1

現行どおり 2

縮小 0

休止・廃止・終了 0

○ 順調である 4

概ね順調である 2

順調でない 0

拡充 0

見直し 0

○ 現行どおり 6

縮小 0

休止・廃止・終了 0

順調である 2

○ 概ね順調である 3

順調でない 1

拡充 1

見直し 1

○ 現行どおり 4

縮小 0

休止・廃止・終了 0

来
年
度
の
方
向
性

・ある物は活かし、無駄を省くと一言で済ませるのではなく、地域性も考慮し、サービス低下とならないよう進めること。また、
併せて財政面への効果や跡地利用も同時に進めること。
・事後保全から予防保全に転換していくことが望ましい。
・人口減少の中でも施設を充実させて住民サービスを低下させないことが重要である。しかし、統廃合による選択もやむを得ない
と考える。
・公共施設の統廃合は難しいと思うが、一つ一つ大切に対応してほしい。
・公共施設適正配置実行計画が既に策定、改定されており、このロードマップに従って、適正配置と計画修繕がなされているのか
を進捗管理すべきではないか。

■ 評価対象事業６

評価 コメント

進
捗
状
況

・もっとスピード感をもって実施して欲しい。
・予防保全から計画修繕の流れが良いと思う。
・本事業の目的は、公共施設の「適正配置」と「計画修繕」推進と適正管理を推進することとしておりながら、具体的な事業内容
としては、「専門家による職員研修会」、「市民向け講演会の実施」及び「公共施設マネジメントだよりの発行」であり、目的に
対する進捗状況が不明である。

事務事業名 公共施設適正管理事業

進
捗
状
況

・ランドセルの色も良いと思う。なお、重さについては現行のままでも良いのではないか。
・３色のランドセル支給について良いと思う。
・定着している事業であるため継続してほしい。

来
年
度
の
方
向
性

・保護者との意見交換を密に行って様々な意見や時代の変化に対応していってほしい。
・更なる軽量化の要望により、カバン型が市内に出回る場合には、選択肢の見直しが必要となるだろう。
・課題については、見直しを検討する必要があると思う。
・現状維持でよい。軽量化については筑西市だけの問題ではないことから、他自治体とも連携してメーカーへ要望してほしい。

評価 コメント

■ 評価対象事業４

■ 評価対象事業５

来
年
度
の
方
向
性

・小学校と中学校を統合する義務教育学校と合わせ、小学校と小学校との統合等も視野に入れた検討も必要なのではないか。
・学校の在り方検討委員会を開催し、各地の学校も新しい流れが出来れば良いと考える。
・目安３km以上をバス通学の基準としたが、今後の状況によっては全員がバス通学となる可能性も残る。
・明野五葉学園がモデルとなると思う。多方面からの課題を取り上げ解決していってほしい。他中学校区での取り組みも継続して
ほしい。
・中一ギャップの解消が目的であるならば、明野地区以外においても「学校の在り方」の検討をしていく必要があると思われる。
一方で、今後、本事業の教育効果（学力のレベルアップ）についても検証していくことが必要である。
・少子化に伴い統合は避けられない。速やかな推進を希望する。

事務事業名 小中一貫教育推進事業

事務事業名 小学校入学祝品支給事業

評価 コメント

進
捗
状
況

・スクールバス運行の見当も立ってきた。これから、皆さんの声を聴いて令和６年４月１日の開校が成功するよう努めてほしい。
・今後事業の利点欠点が明らかになってくると思うが、小中一貫校については大いに進めるべきと思う。
・丁寧な合意形成を積み重ね統合及び開校への準備が進められてきたと思う。
・令和５年４月に下館北中学校と下館中学校の統合が完了。令和６年４月に明野五葉学園が開校予定であり、進捗状況は順調であ
る。


